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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第129期

第３四半期連結
累計期間

第130期
第３四半期連結
累計期間

第129期
第３四半期連結
会計期間

第130期
第３四半期連結
会計期間

第129期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 1,049,670538,762 204,581 178,9651,270,889

経常利益又は経常損失（△）　（千

円）
3,040 △9,111 △22,139 8,639 △18,398

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△175,635 4,009 △19,536 10,797△238,616

純資産額（千円） － － 3,044,5943,010,9013,006,957

総資産額（千円） － － 3,335,0773,275,3433,324,518

１株当たり純資産額（円） － － 42.79 42.32 42.26

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△2.47 0.06 　△0.27 　0.15 △3.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
   －    －     －     － －

自己資本比率（％） － － 91.3 91.9 90.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△102,738 73,680 － － △72,206

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△539,631 108,024 － － △660,495

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△188 △65 － － △212

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 684,610 775,893 594,254

従業員数（人） － －     41 32 41

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

　　　　２．第129期第３四半期連結累計（会計）期間、及び第129期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　　　　３．第130期第３四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。　

　　　　４．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人）
32

     （11）

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）内の数字は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で

表示しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人）
8

（－）

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）内の数字は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員を外数で表示

しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績等

　当第３四半期連結会計期間における生産実績及び仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおり

であります。

(イ)生産実績

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）　

　化粧品事業（千円） 61,476 83.7

合計（千円） 61,476 83.7

　（注）１．化粧品は、当社の加工指図により連結子会社㈱ラフィネが生産したものであります。なお、平成21年12月１日

より会社分割を行ったため、㈱ラフィネが取引先より直接受注しております。

２．上記の金額は、生産価格によって表示しております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(ロ)仕入実績

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

　繊維事業（千円） 24,636 54.5

　化粧品事業（千円） 77 1.1

　不動産事業（千円） 11,212 128.2

　雑貨販売事業（千円） － －

合計（千円） 35,926 56.3

　（注）１．繊維製品は、当社の加工指図により生産したものを、外注業者から仕入しております。なお、平成21年12月１日

より会社分割を行ったため、連結子会社日本レース㈱の加工指図により生産したものを、外注業者から仕入

しております。

　　　　２．化粧品は、化粧品・雑貨等を外注業者から仕入しております。

３．不動産は、土地、建物を所有者から仕入しております。

４．雑貨販売事業は、事業縮小のため当第３四半期連結会計期間において仕入しておりません。

５．上記の金額は、仕入価格によって表示しております。

６．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）　

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）　

　繊維事業 34,263 58.5 5,700 77.8

　化粧品事業 81,537 94.0 30,750 139.7

　　　　　　合計 115,800 79.7 36,450 124.2

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比（％）

　繊維事業（千円） 30,093 52.3

　化粧品事業（千円） 85,187 91.2

　不動産事業（千円） 63,593 128.1

　雑貨販売事業（千円） 91 2.3

合計（千円） 178,965 87.5

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

 

 相手先

 

 前第３四半期連結会計期間　　　　　（自

　平成20年10月１日

     至　平成20年12月31日） 

 当第３四半期連結会計期間　　　　　（自

　平成21年10月１日

     至　平成21年12月31日） 

 金額（千円）  割合（％）  金額（千円）  割合（％）

 　㈱ビーライフ 27,900  　　　 13.6  　　　 27,900  　　　 15.6  　　　

３．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成21年10月28日開催の取締役会において、繊維事業部及び化粧品事業部の事業に関して有する権利と義務

を当社100％出資の子会社である日本レース株式会社及び株式会社ラフィネに承継させる会社分割を行うことを決議

し、同日に日本レース株式会社及び株式会社ラフィネと吸収分割に関する契約を締結いたしました。

　会社分割の概要は次のとおりであります。

（1）会社分割の目的

　当社は、業務の効率化と経費削減を目的として「東京本社」と「京都本社」を東京に集中させましたが、更なる業

務の効率化と経費削減を推進していくために、当社の繊維事業部及び化粧品事業部の業務を子会社に承継させ、迅

速な意思決定により業務の効率化を図り、利益体質を作り上げることであります。

（2）会社分割の方法

　当社を分割会社とし、日本レース株式会社及び株式会社ラフィネを承継会社とする吸収分割

（3）分割期日

　平成21年12月１日

（4）対象事業の名称及び内容

　繊維事業部　　　　繊維製品の仕入、販売

　化粧品事業部　　　化粧品の仕入、販売

（5）分割する資産・負債（平成21年11月30日現在）

　繊維事業部　　　　　資産　　　　　35,889千円

　　　　　　　　　　　負債　　　　　 1,602千円

　化粧品事業部　　　　資産　　　　　53,191千円

　　　　　　　　　　　負債　　　　　　 151千円
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気に一部回復の兆候が見られたものの、円高とデフレの進行

により企業収益が低迷する等依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、当社グループの繊維事業におきましては、子会社である日本レース株式会社が女性向けアウ

ター用刺繍レースの企画販売を中心に営業活動を展開しておりますが、消費者の低価格指向が強まる中、大手アパレ

ルメーカーの海外へのシフトが進み受注が伸び悩みました。その結果、売上高は30,093千円（前年同四半期比47.7％

減）、営業損失は7,174千円（前年同四半期営業損失149千円）となりました。

化粧品事業におきましては、子会社である株式会社ラフィネが化粧品及び医薬部外品の製造・販売を行っており

新規OEM先の獲得に注力しておりますが、個人消費の冷え込み等の影響を受けました。その結果、売上高は85,187千円

（前年同四半期比8.8％減）、営業損失は5,833千円（前年同四半期営業損失13,662千円）となりました。

不動産事業におきましては、新宿の駐車場並びに西麻布及び世田谷区代沢のビルの賃貸による安定した収入を得

ることができました。その結果、売上高は63,593千円（前年同四半期比28.1％増）、営業利益は50,345千円（前年同四

半期比31.0％増）となり、当社グループの収益事業として貢献いたしました。

雑貨販売事業におきましては、子会社である株式会社エレナが化粧品・雑貨を販売しておりますが、取扱品目を大

幅に絞り込む等採算性の見直しを行いました。その結果、売上高は91千円（前年同四半期比97.7％減）、営業損失は

2,839千円（前年同四半期営業損失6,032千円）となりました。

なお、業務の効率化と経費削減を推進し当社グループ全体の収益力の向上と事業の拡大を図ることを目的として、

平成21年12月１日付で簡易分割・略式分割を実施しました。これにより、当社の繊維事業部及び化粧品事業部の事業

に関して有する権利・義務を当社100％出資の子会社である日本レース株式会社及び株式会社ラフィネが承継しまし

た。  

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結会計期間の売上高は178,965千円（前年同四半期比12.5％減）、営

業損失は6,069千円（前年同四半期営業損失36,518千円）、経常利益は8,639千円（前年同四半期経常損失22,139千

円）、四半期純利益は10,797千円（前年同四半期純損失19,536千円）となりました。

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、投資有価証券の減少などにより前連結会計年度末と比較して49,175千

円減少し、3,275,343千円となりました。

負債は、未払金の減少などにより、前連結会計年度末と比較して53,119千円減少し、264,442千円となりました。

純資産は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末と比較して3,943千円増加し、3,010,901千円となりま

した。

　

　  

（２）キャッシュ・フローの状況

　キャッシュ・フローの状況は、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）

は、第２四半期連結会計期間末に比べ23,118千円増加し、当第３四半期連結会計期間末残高は775,893千円となりまし

た。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、19,603千円（前年同四半期は71,130千円の使用）となりました。これは、税金等調

整前四半期純利益の計上や売上債権の減少などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果獲得した資金は3,515千円（前年同四半期は193,025千円の使用）となりました。これは、貸付けに

よる支出の減少などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金の増減はありませんでした。（前年同四半期は90千円の使用）

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第３四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 280,000,000

計 280,000,000

 

 ②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 71,177,466 71,177,466

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 71,177,466 71,177,466 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

 平成21年10月１日～

 平成21年12月31日
－ 71,177 － 3,224,825 － －

　 

（５）【大株主の状況】

  大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

  　　 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　　　 ①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 29,000

完全議決権株式（その他）
普通株式 

　　　　
71,104,000 71,104 －

単元未満株式 普通株式 44,466 － －

発行済株式総数 71,177,466 － －

総株主の議決権 － 71,104 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が20,000株含まれております。また、

        「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

エコナック株式会社

東京都中央区日本橋小

伝馬町16番８号
29,000 － 29,000 0.04

計 － 29,000 － 29,000 0.04

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 54 53 83 64 58 56 48 44 41

最低（円） 36 45 47 46 52 43 42 33 36

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は次のとおりであります。

　役職の異動　

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

 代表取締役社長　

　　　
 不動産事業部長　  代表取締役社長

 営業本部長  兼

 不動産事業部長
奥村　英夫  平成21年７月１日

 取締役　　  新規事業開発室長 取締役 －
瀨川　信雄　　　　　　　　　

　
 平成21年７月１日

 取締役 －  常務取締役　  管理本部長 國松　保弘  平成21年７月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、フロンティア

監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 775,893 594,254

受取手形及び売掛金 104,844 167,876

商品及び製品 26,684 40,467

仕掛品 2,841 4,743

原材料及び貯蔵品 22,812 21,244

販売用不動産 423,357 418,758

短期貸付金 327,770 335,254

その他 16,237 113,792

貸倒引当金 △14,972 △21,218

流動資産合計 1,685,470 1,675,173

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 163,961 165,282

機械装置及び運搬具（純額） 31,704 40,917

工具、器具及び備品（純額） 8,427 10,286

土地 1,222,554 1,222,554

有形固定資産合計 ※
 1,426,647

※
 1,439,040

無形固定資産

借地権 129,024 129,024

電話加入権 2,086 2,086

ソフトウエア 2,079 2,679

無形固定資産合計 133,190 133,789

投資その他の資産

投資有価証券 14,878 48,927

破産更生債権等 1,820 1,949

その他 15,167 27,589

貸倒引当金 △1,832 △1,952

投資その他の資産合計 30,034 76,514

固定資産合計 1,589,872 1,649,345

資産合計 3,275,343 3,324,518
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 21,121 46,771

未払法人税等 4,697 5,185

未払金 10,925 42,908

賞与引当金 － 2,950

事務所移転費用引当金 － 1,500

その他 34,065 31,756

流動負債合計 70,809 131,072

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 54,489 54,489

長期預り金 139,142 131,999

固定負債合計 193,632 186,488

負債合計 264,442 317,561

純資産の部

株主資本

資本金 3,224,825 3,224,825

利益剰余金 △291,993 △296,003

自己株式 △1,983 △1,917

株主資本合計 2,930,849 2,926,905

評価・換算差額等

土地再評価差額金 80,052 80,052

評価・換算差額等合計 80,052 80,052

純資産合計 3,010,901 3,006,957

負債純資産合計 3,275,343 3,324,518
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 1,049,670 538,762

売上原価 731,186 317,065

売上総利益 318,483 221,697

販売費及び一般管理費 ※
 333,370

※
 273,781

営業損失（△） △14,886 △52,083

営業外収益

受取利息 1,048 116

貸付金利息 20,194 42,268

受取配当金 117 37

仕入割引 1,063 638

有償見本 2,643 3,349

製品保管料 909 －

販売用不動産賃貸料 2,748 1,840

その他 1,714 3,321

営業外収益合計 30,440 51,572

営業外費用

廃棄損 1,481 2,102

有償見本費用 2,017 2,930

貸倒引当金繰入額 3,734 －

投資事業組合損失 5,147 3,529

その他 133 37

営業外費用合計 12,513 8,600

経常利益又は経常損失（△） 3,040 △9,111

特別利益

債務免除益 － 22,630

賞与引当金戻入額 3,388 4,849

貸倒引当金戻入額 59 10,663

投資有価証券売却益 294 －

特別利益合計 3,741 38,143

特別損失

固定資産除却損 771 5,915

販売用不動産評価損 163,160 －

損害賠償金 734 435

投資有価証券売却損 － 12,730

事務所移転費用 － 3,067

減損損失 24,580 －

特別損失合計 189,246 22,148

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△182,464 6,882

法人税、住民税及び事業税 3,000 2,782

法人税等調整額 △9,829 91

法人税等合計 △6,829 2,873

四半期純利益又は四半期純損失（△） △175,635 4,009
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 204,581 178,965

売上原価 132,880 99,254

売上総利益 71,700 79,710

販売費及び一般管理費 ※
 108,218

※
 85,780

営業損失（△） △36,518 △6,069

営業外収益

受取利息 0 0

貸付金利息 12,955 12,456

受取配当金 30 30

仕入割引 322 212

有償見本 1,034 1,793

販売用不動産賃貸料 828 480

その他 704 1,689

営業外収益合計 15,874 16,661

営業外費用

廃棄損 11 5

有償見本費用 739 1,638

貸倒引当金繰入額 385 －

投資事業組合損失 360 307

その他 0 －

営業外費用合計 1,496 1,952

経常利益又は経常損失（△） △22,139 8,639

特別利益

賞与引当金戻入額 3,388 －

貸倒引当金戻入額 59 2,755

投資有価証券売却益 294 －

特別利益合計 3,741 2,755

特別損失

損害賠償金 245 －

特別損失合計 245 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△18,643 11,395

法人税、住民税及び事業税 892 598

法人税等合計 892 598

四半期純利益又は四半期純損失（△） △19,536 10,797
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△182,464 6,882

減価償却費 26,110 29,999

減損損失 24,580 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,803 △6,365

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,920 △2,950

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,103 －

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） － △1,500

受取利息及び受取配当金 △21,360 △42,422

長期前払費用償却額 2,371 3,718

投資事業組合損失 5,147 3,529

販売用不動産評価損 163,160 －

有形固定資産除却損 771 5,915

投資有価証券売却損益（△は益） △294 12,730

売上債権の増減額（△は増加） △7,959 63,032

たな卸資産の増減額（△は増加） △18,049 9,516

仕入債務の増減額（△は減少） △120,867 △25,650

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,936 △712

未収消費税等の増減額（△は増加） 3,531 －

差入保証金の修繕費振替 5,215 －

長期預り金の増減額（△は減少） － 7,143

その他の資産の増減額（△は増加） 7,815 744

その他の負債の増減額（△は減少） △2,790 △27,000

小計 △116,366 36,610

利息及び配当金の受取額 21,015 42,391

法人税等の支払額 △8,477 △6,374

法人税等の還付額 1,089 1,052

営業活動によるキャッシュ・フロー △102,738 73,680
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △12,355 △20,267

有形固定資産取得のための保証金支出 △53,830 －

有形固定資産の売却による収入 6,350 －

無形固定資産の取得による支出 － △90

投資有価証券の取得による支出 △10,720 －

投資有価証券の売却による収入 300 17,783

貸付けによる支出 △492,200 －

貸付金の回収による収入 22,207 104,543

差入保証金の差入による支出 △359 △1,275

差入保証金の回収による収入 946 9,895

出資金の回収による収入 30 －

その他 － △2,566

投資活動によるキャッシュ・フロー △539,631 108,024

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △188 △65

財務活動によるキャッシュ・フロー △188 △65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △642,558 181,638

現金及び現金同等物の期首残高 1,327,168 594,254

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 684,610

※
 775,893
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第３四半期連結会計期間において、無形固定資産で一括掲記しておりました「電話加入権」及び「ソフトウエア」は

重要性が増加したため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期連結会計期間

の「電話加入権」及び「ソフトウエア」はそれぞれ、2,086千円、5,893千円であります。　
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

　固定資産の減価償却費の算定方法 　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定し

ているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しており

ます。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※　 有形固定資産から直接控除した減価償却累計額は

331,391千円であります。

※　 有形固定資産から直接控除した減価償却累計額は

308,666千円であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。

１.給料手当 84,427千円

２.役員報酬 42,240

３.諸会費・手数料 63,604

４.貸倒引当金繰入額 1,128

５.退職給付引当金繰入額 3,471

６.賞与引当金繰入額 7,202

１.給料手当 77,290千円

２.役員報酬 33,070

３.諸会費・手数料 53,147

４.貸倒引当金繰入額 4,407

５.賞与引当金繰入額 2,507

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。

１.給料手当 28,663千円

２.役員報酬 13,380

３.諸会費・手数料 21,516

４.貸倒引当金繰入額 612

５.退職給付引当金繰入額 1,057

６.賞与引当金繰入額 1,412

１.給料手当 23,017千円

２.役員報酬 11,110

３.諸会費・手数料 15,075

４.貸倒引当金繰入額 3,687

５.賞与引当金繰入額 1,050
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

（千円） （千円）

　現金及び預金勘定 684,610

　現金及び現金同等物 684,610

 

　現金及び預金勘定 775,893

　現金及び現金同等物 775,893

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　71,177千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　29千株
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）

 
繊維
（千円）

化粧品
（千円）

不動産
（千円）

雑貨販売
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
(千円)

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
57,54993,45449,626 3,951204,581 － 204,581

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － － － －

計 57,54993,45449,626 3,951204,581 － 204,581

営業利益（又は営業損

失）
(149)(13,662)38,437(6,032)18,593(55,111)(36,518)

　

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日　至 平成21年12月31日）

 
繊維
（千円）

化粧品
（千円）

不動産
（千円）

雑貨販売
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
(千円)

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
30,09385,18763,593 91 178,965 － 178,965

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － － － －

計 30,09385,18763,593 91 178,965 － 178,965

営業利益（又は営業損

失）
(7,174)(5,833)50,345(2,839)34,498(40,567)(6,069)
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

 
繊維
（千円）

化粧品
（千円）

不動産
（千円）

雑貨販売
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
(千円)

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
127,406267,007492,996162,2601,049,670 － 1,049,670

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － － － －

計 127,406267,007492,996162,2601,049,670 － 1,049,670

営業利益（又は営業損

失）
(18,992)(25,880)199,582(7,033)147,675(162,562)(14,886)

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

 
繊維
（千円）

化粧品
（千円）

不動産
（千円）

雑貨販売
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
(千円)

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
88,178256,599191,1302,853538,762 － 538,762

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ － － － － － －

計 88,178256,599191,1302,853538,762 － 538,762

営業利益（又は営業損

失）
(23,041)(22,376)143,503(10,902)87,184(139,268)(52,083)

　（注）１．事業区分の方法は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　　２．各事業の主な製品

（1）繊維：エンブロイダリーレース、その他繊維製品

（2）化粧品：基礎化粧品、医薬部外品、化粧品雑貨

（3）不動産：テナントビルの賃貸、不動産の売買・仲介、駐車場の運営（時間貸し）

（4）雑貨販売：化粧品雑貨、その他

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日　至 平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至

 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日　至 平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至

 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日　至 平成21年12月31日）

  海外売上高がないため該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）

共通支配下の取引等

１．対象となった事業の名称及びその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の

目的を含む　　取引の概要

（1）対象となった事業の名称及びその事業の内容

　繊維事業部　　　　繊維製品の仕入、販売

　化粧品事業部　　　化粧品の仕入、販売

（2）企業結合日

平成21年12月１日　

（3）企業結合の法的形式

　エコナック株式会社を分割会社、日本レース株式会社（当社の連結子会社）及び株式会社ラフィネ（当社の連

結子会社）を承継会社とする会社分割

（4）結合後企業の名称

　日本レース株式会社及び株式会社ラフィネ

（5）取引の目的を含む取引の概要

　業務の効率化と経費削減を目的として「東京本社」と「京都本社」を東京に集中させましたが、更なる業務の

効率化と経費削減を推進していくために、当社の繊維事業部及び化粧品事業部の業務を、会社分割により当社の

連結子会社である日本レース株式会社及び株式会社ラフィネに承継させ、迅速な意思決定により業務の効率化を

図り、利益体質を作り上げることを目的としております。

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日公表分　企業会計基準第21号）及び「企業結合

会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会　平成19年11月15日公表分　企業会計

基準適用指針第10号）に基づき、共通支配下の取引として会計処理をしております。

　

EDINET提出書類

エコナック株式会社(E00576)

四半期報告書

22/27



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 42円32銭　 １株当たり純資産額 42円26銭

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 ２円47銭　 １株当たり四半期純利益金額 ６銭　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
        

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △175,635 4,009

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は普通株式に係る

四半期純損失（△）（千円）
△175,635 4,009

期中平均株式数（株） 71,152,440 71,148,391

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 27銭　 １株当たり四半期純利益金額 15銭　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額
        

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △19,536 10,797

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は普通株式に係る

四半期純損失（△）（千円）
△19,536 10,797

期中平均株式数（株） 71,151,678 71,147,811
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（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日）　

連結子会社の合併

　当社は、平成22年２月10日開催の取締役会において、当社の連結子会社である日本レース株式会社と株式会社ラフィ

ネを合併することを決議いたしました。

１．対象となった結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称なら

びに取引の目的を含む取引の概要

（1）対象となった結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称　　当社の連結子会社である日本レース株式会社及び株式会社ラフィネ

事業の内容　　　　　　日本レース株式会社　　刺繍レースの企画・販売

　　　　　　　　　　　株式会社ラフィネ　　　化粧品、医薬部外品の製造・販売

（2）企業結合日

平成22年４月１日　

（3）企業結合の法的形式

日本レース株式会社（当社の連結子会社）を吸収合併存続会社、株式会社ラフィネ（当社の連結子会社）を吸収

合併消滅会社とする吸収合併

（4）結合後企業の名称

日本レース株式会社

（5）取引の目的を含む取引の概要　

　平成21年10月28日に業務の効率化と経費削減のため当社の繊維事業部及び化粧品事業部の業務を当社の連結子

会社である日本レース株式会社と株式会社ラフィネに承継させ、迅速な意思決定により業務の効率化を図り、製販

一体となって価格競争に対抗し、両社が各々独自性を発揮して当社グループを発展させることを期待いたしてお

りましたが、両社の事業から判断して事業拠点を関西地区において３事業所を構える管理コストに無駄があるた

め、より一層の効率化と経費削減を追求し、事業の発展性を向上させるため両社を合併し徹底的にコスト圧縮に努

めることにいたしました。

　両社の経営資源を集約・統合し、より一層の管理コストの削減を狙いとして、当社グループの経営の効率化を図

るため、連結子会社の再編を行うものであります。　

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日公表分　企業会計基準第21号）及び「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会　平成19年11月15日公表分　企業

会計基準適用指針第10号）に基づき、共通支配下の取引として会計処理を行います。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月５日

エコナック株式会社

取締役会　御中
 

フロンティア監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤　井　　幸　雄　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 本　郷　　大　輔　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエコナック株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エコナック株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月12日

エコナック株式会社

取締役会　御中
 

フロンティア監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠　田　　晴　夫　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 本　郷　　大　輔　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエコナック株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エコナック株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　重要な後発事象に記載のとおり、会社は平成22年２月10日開催の取締役会において、連結子会社である日本レース株式会

社と株式会社ラフィネを合併することを決議した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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